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京丹波町 子ども・子育て支援に関するニーズ調査

（就学前児童用調査票）

【調査ご協力のお願い】

日頃から町政の運営に多大なご理解・ご協力をいただき誠にありがとうございます。

京丹波町では『子育てを みんなではぐくむ 地域の輪』を基本理念とした「第２期京丹波町子ど

も・子育て支援事業計画（令和２～６年度）」を策定し、子ども・子育てに関する施策や事業を推進し

ています。そして、新たな「第３期京丹波町子ども・子育て支援事業計画（令和７～11 年度）」の策定

に向けて、子育て家庭の生活状況や町の施策に対するご意見・ご要望についてお聞かせいただくた

め、「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」を実施いたします。

ご回答いただいた調査内容は、今回の計画策定及びまちづくり施策の参考としてのみに利用させて

いただくものであり、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用したりすることは一切ございませ

ん。ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、期日までにご回答くださいますよ

うお願いいたします。

なお、宛名のお子さんの年齢ごとの調査ですので、ご家庭にお子さんが複数おられる場合には、複

数通の調査票が届きますが、何とぞご協力賜りますようお願いします。

令和●年●月 京丹波町長 畠中 源一

【ご記入にあたってのお願い】

※このアンケートは、ＷＥＢでも回答できます。詳細は２ページをご確認ください

１．アンケートは、保護者の方が封筒の宛名のお子さんについてご記入くだ

さい。

２．ご回答は、選択肢に○をつけて回答してください。

３．選択肢に○をつける場合、選択いただく回答数が設問によって異なりま

すので、注意書きをご確認ください。また、「その他」をお選びいただい

た場合は、その後にある（ ）内に具体的な内容をご記入ください。

４．設問によってご回答をいただく方が限られる場合がございますので、こ

とわり書きや矢印をご確認のうえご回答ください。特にことわり書きのない場合は次の設問へお

進みください。

５．ご記入が済みましたら、お手数ですが同封の返送用封筒に入れて、●月●日（●）までに、
子育て支援課、各こども園に提出いただくか、郵便ポストへご投函ください。

６．ご回答をいただくうえでご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

京丹波町子育て支援課 電話：0771-82-1394（直通）

資料３－２－①
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（用語の定義）

この調査票における用語の定義は以下のとおりです。

・幼 稚 園：学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設

・保 育 所：児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設

・認定こども園：幼稚園と保育所の幼児教育・保育を提供する機能と子育て支援を行う機能を併せ持つ

施設 ※この調査では、「幼稚園機能」と「保育所機能」の両方を合わせ持つ「幼保連

携型認定こども園」とします。京丹波町内の各こども園は、いずれも「幼保連携型認

定こども園」です。

・子 育 て：教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてお聞きします。

問１ お住まいの地区として当てはまる番号１つに○をつけてください。

問２ 宛名のお子さんの生年月日について当てはまる番号１つに○をつけてください。

問３ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。当てはま

る番号１つに○をつけてください。

問４ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係について、当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。※問３で「３ その他」と回答した方は回答不要です。

問５ 母親、父親の該当する年齢階層１つに○をつけてください。※ひとり親家庭の方は、母親又は父親の

みお答えください。

問６ お子さんとの同居の状況について当てはまる番号○をつけてください（複数回答可）。※続柄は、

お子さんからみた関係です。

１ 丹波地区 ２ 瑞穂地区 ３ 和知地区

１ 令和４年４月２日～（以降） ２ 令和３年４月２日～令和４年４月１日

３ 令和２年４月２日～令和３年４月１日 ４ 平成 31年４月２日～令和２年４月１日

５ 平成 30年４月２日～平成 31年４月１日 ６ 平成 29年４月２日～平成 30年４月１日

１ 母親 ２ 父親 ３ その他（ ）

１ 配偶者がいる ２ 配偶者はいない ３ 事実婚である

母親 １ 19 歳以下 ２ 20 歳代 ３ 30 歳代 ４ 40 歳代 ５ 50 歳代 ６ 60 歳以上

父親 １ 19 歳以下 ２ 20 歳代 ３ 30 歳代 ４ 40 歳代 ５ 50 歳代 ６ 60 歳以上

１ 父母同居 ２ 父同居(ひとり親家庭) ３ 母同居(ひとり親家庭)

４ 祖父同居 ５ 祖母同居 ６ その他（おじ、おばなど）
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問７ お子さんの祖父母は同居または「近く」にお住まいですか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。※この質問において、「近く」とは、車などを利用して概ね 30 分以内に行き来できる範囲とします。

問８ お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で当てはまる番号

１つに○をつけてください。

子どもの育ちをめぐる環境についてお聞きします。

問９ 子育ては、楽しいときもあれば、つらいときもあると思いますが、ご回答いただいている方のお

気持ちに一番近い項目の番号１つに○をつけてください。

問 10 お子さんを育てていて、日頃悩んでいること、不安に感じることはどのようなことですか。お子

さんのこと、保護者のこと、それぞれ当てはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）

問 11 お子さんの子育てをするうえで、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はあり

ますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

１ 同居している／近くに住んでいる ２ 近くに住んでいない

１ 父母ともに ２ 主に母親 ３ 主に父親 ４ 主に祖父母 ５ その他（ ）

１ とても楽しい ２ 楽しい

３ 少し不安又は負担を感じる ４ とても不安又は負担を感じる

５ どちらとも言えない

【お子さんのこと】

１ 病気や発育・発達 ２ 食事や栄養 ３ 育児の方法 ４ 子どものしつけ

５ 子どもとの接し方 ６ 子どもの遊び ７ 子どもの教育や将来の教育費

８ 子育てで出費がかさむ ９ 子どもの生活リズムの乱れ 10 特にない

11 その他（ ）

【保護者のこと】

12 仕事や自分のやりたいことができない 13 配偶者・パートナーの協力が少ない

14 話し相手や相談相手、協力者がいない 15 保護者同士の交流・つきあいが難しい

16 子どもを叱りすぎているような気がする

17 ストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう

18 地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み方法がよくわからない

19 子育てによる身体の疲れが大きい 20 夫婦で楽しむ時間がない

21 家族の中での子育て方針の違い 22 住居が狭い 23 特にない

24 その他（ ）

１ いる／ある ⇒ 問 11-1 へ ２ いない／ない ⇒ 問 12 へ
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問 11で「1 いる／ある」に○をつけた方にお聞きします。

問 11-1 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる人（場所）は、誰（どこ）ですか。当てはまる

番号に○をつけてください。（複数回答可）

問 12 ご近所や地域の人々とのお付き合いはどのような状況ですか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。

問 13 お子さんは次のような地域での催しへ参加していますか。当てはまる番号に○をつけてくださ

い。（複数回答可）

問 14 お子さんは日中にどこで遊ぶことが多いですか。主な番号に○をつけてください。（複数回答可）

問 15 子どもの遊び場で困ること・困ったことは何ですか。当てはまる番号に○をつけてください。（複

数回答可）

１ 配偶者 ２ 祖父母等の親族

３ 友人や知人 ４ 近所の人

５ 子育てサークル・NPO・子育て支援施設・子育て支援センター

６ 保健所・保健センター ７ 認定こども園・幼稚園・保育所

８ 民生委員・児童委員 ９ かかりつけの医師等の医療関係者

10 町の相談窓口 11 母子父子自立支援員

12 児童相談所 13 民間の電話相談

14 その他（ ）

１ 親しい ２ 付き合いがありやや親しい

３ 少々付き合いがある ４ 付き合いはほとんどなく、あいさつをする程度

５ わからない

１ 子育て支援サークルの活動 ２ スポーツ活動

３ 文化・音楽活動 ４ キャンプ等の野外活動

５ 子ども会等の青少年団体活動 ６ リサイクル等の環境分野での社会貢献活動

７ 地域伝統行事（祭り、地蔵盆など） ８ その他の活動（ ）

１ 公園 ２ 家の近くの路地、空き地 ３ 子どもの友人宅 ４ 親族宅 ５ 知人宅

６ 児童館 ７ 子育て支援センター ８ 自宅 ９ その他（ ）

１ 雨の日に遊べる場所がない ２ 近くに遊び場がない

３ 遊び場や周辺環境が悪く、安心して遊べない ４ 遊び場周辺の道路が危険である

５ 思い切り遊ぶための十分な広さがない ６ 遊具などの種類が充実していない

７ 遊具などの設備が古くて危険である ８ トイレなどが不衛生である

９ 遊び場に同じ歳くらいの遊び仲間がいない 10 いつも閑散としていて寂しい感じがする

11 その他（ ） 12 特に意見はない
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問 16 お子さんと外出する際に、困ること・困ったことは何ですか。当てはまる番号に○をつけてくだ

さい。（複数回答可）

お子さんの平日の定期的な教育・保育の利用状況についてお聞きします。

※ここでいう「定期的な教育・保育」とは、月単位で定期的に利用しているものを指します。

問 17 お子さんは現在、（下記問 17-1 に示すような）認定こども園などを利用していますか。当てはま

る番号１つに○をつけてください。

問 17で「1 利用している」に○をつけた方にお聞きします。

問 17-１お子さんは現在、下記の選択肢の定期的な保育・教育を利用されていますか。利用されている

番号に○をつけてください。（複数回答可）

問 17で「1 利用している」に○をつけた方にお聞きします。

問 17-２ 現在、利用している教育・保育の場所について、当てはまる番号１つに○をつけてください。

１ 歩道や信号がない通りが多く安全面で心配

２ 歩道の段差などがありベビーカー等での通行が困難

３ 交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない

４ 授乳する場所や必要な設備がない

５ オムツ替えや親子での利用に便利なトイレがない

６ 小さな子どもの食事に配慮された場所がない

７ 買い物中などに子どもを遊ばせる場所がない

８ 暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪被害にあわないか心配

９ 周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみる

10 困っているときに手を貸してくれる人が少ない

11 その他（ ）

12 特に困ること・困ったことはない

１ 利用している ⇒ 問 17-1 へ ２ 利用していない ⇒ 問 18へ

１ 幼稚園（預かり保育の利用なし） ２ 幼稚園（預かり保育を定期的に利用）

３ 保育所 ４ 認定こども園（幼稚園枠）

５ 認定こども園（保育所枠） ６ 小規模な保育施設（６～19 人）

７ 家庭的保育（５人以下） ８ 事業所内保育所・院内保育所

９ その他の認可外の保育施設 10 ベビーシッターなど居宅訪問型保育

11 ファミリー・サポート・センター 12 その他（ ）

１ 京丹波町内 ２ 他の市町村（市町村名 ）
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問 17で「1 利用している」に○をつけた方にお聞きします。

問 17-３ お子さんは、希望する教育・保育の場所を利用できていますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。また、できていない方はその状況についてお聞かせください。

問 17-２で「１ 京丹波町内」に○をつけた方にお聞きします。

問 17-４ 京丹波町における認定こども園の満足度として、当てはまる番号１つに○をつけてください。

また、満足している／不満に感じている理由についてお聞かせください。

土日や長期休暇時のお子さんの預かりについてお聞きします。

問 18 土曜や日曜・祝日、長期休暇時における、お子さんの預かりについて困っていることはあります

か。当てはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）

１ 希望する園や施設を利用できている ２ 希望する園や施設を利用できていない

【希望する園や施設を利用できていない理由 （例：町内の園の空きがないため、町外を利用している）】

１ とても満足している ２ やや満足している

３ どちらともいえない ４ 少し、不満に感じている

５ 大変、不満に感じている

【満足している理由】 【不満に感じている理由】

１ 預ける先が無い

２ 預ける頻度が高いと頼むのに気が引ける

３ 町内に利用できる、預けるための施設等がない

４ 一時預かり等利用のための申請等の手続きが複雑・手間がかかる

５ 空きが無い等で、利用したい園や施設が利用できないことが多くある

６ 預ける際の食事の用意が大変

７ その他（ ）

８ 困りごとは特にない

新規
設問

新規
設問

新規
設問
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お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてお聞きします。

問 19 お子さんは、現在、子育て支援センター（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供

を受けたりする場）を利用していますか。当てはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）

問 19で「３ 利用していない」に○をつけた方にお聞きします。

問 19-1 子育て支援センターや類似事業を利用していない理由はなんですか。当てはまる番号に○をつ

けてください。（複数回答可）

問 20 次の①～⑪の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したい

と思うものをお答えください。①～⑪の事業ごとに、⑴～⑶のそれぞれについて、「はい」「いい

え」のいずれかに○をつけてください。

１ 京丹波町子育て支援センター（場所：旧上豊田保育所）を利用している

２ 他自治体の子育て支援センターや類似の事業を利用している（具体名： ）

３ 利用していない ⇒ 問 19-1 へ

１ 保護者が就労しており行く時間がないため ２ 認定こども園等に入園しているため

３ 同年代の利用が少ないため ４ 利便性が良くないため（家から遠い、駐車場が少ない等）

５ 利用の方法がわからないため ６ 利用に際して、ためらいや不安があるため

７ 特になし ８ その他（ ）

（１） （２） （３）

知っている これまでに利用
したことがある

今後
利用したい

①育児学級（離乳食教室、ベビーマッサージ教室
など）

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

②保健福祉センターの情報・相談事業（妊婦・乳
幼児相談など）

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

③子育て支援センターでの子育て講座 はい いいえ はい いいえ はい いいえ

④府の教育相談センター・町の相談窓口 はい いいえ はい いいえ はい いいえ

⑤認定こども園等の園庭開放や子育て講座 はい いいえ はい いいえ はい いいえ

⑥子育ての相談窓口（発達相談等） はい いいえ はい いいえ はい いいえ

⑦子育て支援情報誌（子育て支援ハンドブック等） はい いいえ はい いいえ はい いいえ

⑧保健所の情報・相談事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ

⑨児童相談所の情報・相談事業
（ひきこもり相談、不登校相談、非行相談等）

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

⑩放課後子ども教室（京のまなび教室：こども合
唱団、サタデークラブ、和知太鼓教室）

はい いいえ はい いいえ はい いいえ
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お子さんの病気の際の対応についてお聞きします。

問 21 お子さんが休日や夜間に急な発熱などの急病になられた時、どのように対応されていますか。も

っとも多く利用されるものとして当てはまる番号１つに○をつけてください。

問 22 この１年間に、お子さんが病気やケガで認定こども園（幼稚園・保育所含む）を休んだことはあ

りますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

問 22で「１ あった」に○をつけた方にお聞きします。

問 22-１ お子さんが病気やケガで認定こども園（幼稚園・保育所含む）を休んだ際に、この１年間に

行った対応として当てはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）

子育ての状況について

問 23 一緒にお住まいで、生計を共にしているご家族（世帯員）は、あなたを含めて全員で何人ですか。

また、そのうちのお子さん（18 歳未満）の人数は何人ですか。（ ）内に数字を記入ください。

問 24 一緒にお住まいで、生計を共にしているご家族全員の収入を合わせた「世帯の年間収入（税込

み）」について、昨年（令和４年）はおよそいくらでしたか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。※収入には、働いて得た給料だけではなく、公的な援助手当、養育費、株式配当や副収入等も含めます。

１ 休日救急診療所 ２ かかりつけ医

３ 電話相談 ４ その他（ ）

５ 受診できる医療機関を知らない

１ あった ⇒ 問 22-１へ ２ なかった ⇒ 問 23 へ

１ 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

２ 父親が休んだ ３ 母親が休んだ

４ （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

５ 病児・病後児の保育を利用した ７ ベビーシッターを利用した

８ その他（ ）

（あなたを含めた）世帯員の人数 （ ）人 うち 子どもの人数 （ ）人

１．100 万円未満 ２．100～140 万円未満 ３．140～200 万円未満

４．200～240 万円未満 ５．240～280 万円未満 ６．280～310 万円未満

７．310～340 万円未満 ８．340～360 万円未満 ９．360～390 万円未満

10．390～500 万円未満 11．500～750 万円未満 12．750～1,000 万円未満

13．1,000 万円以上 14．わからない

新規
項目
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問 25 あなたの世帯では、過去１年間に、経済的な理由による次のような経験がありましたか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。

問 26 あなたは、「ヤングケアラー」という言葉を知っていますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。

問 27 家族や親族、または友人・知人のお子さんにヤングケアラーと思われるお子さんはいますか

※ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されているような家事や家族の世話などを日常的に行っ

ている子どものことです。状況によっては、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがあります。

（参考：こども家庭庁資料）

まったくない 何度かあった 頻繁にあった

１ 必要な食料が買えなかった １ １ １

２ 必要な衣料が買えなかった ２ ２ ２

３ 電気・ガス・水道料金の滞納 ３ ３ ３

４ 家賃や住宅ローンの滞納 ４ ４ ４

１ 聞いたことがあり、内容も知っている

２ 聞いたことはあるが、よく知らない

３ 聞いたことはない

１ 家族・親族にいる ２ 友人・知人のお子さんにいる ３ いない・わからない
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問 28 ヤングケアラーに関して、相談しやすい環境づくりとして必要なことはどんなことだと思います

か。当てはまる番号に○をつけてください（複数回答可）。

職場の両立支援制度等についてお聞きします。

※ひとり親家庭の方は、母親または父親の該当する欄についてご記入ください。

問 29 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。当てはまる

番号それぞれ１つに○をつけてください。

問 29で、母親か父親、もしくは両方が「１ 取得した（取得中である）」に〇をつけた方にお聞きしま

す。

問 29-１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号にそれぞれ１つに○をつけてくだ

さい。

問 29-1 で、母親か父親、もしくは両方が「１ 職場復帰した」に〇をつけた方にお聞きします。

問 29-２ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。当てはまる番号それぞ

れ１つに○をつけてください。

１ ヤングケアラー専用の相談窓口があること

２ 学校に相談窓口があること

３ 電話やメール、ＳＮＳでの相談が可能であること

４ 24時間いつでも相談できること

５ その他（ ）

６ 特にない

母親 父親

１ 取得した（取得中である） ⇒ 問 29-1 へ １ １

２ 取得していない ⇒ 問 30へ ２ ２

３ 働いていなかった ⇒ 問 30 へ ３ ３

母親 父親

１ 職場復帰した ⇒ 問 29-2 へ １ １

２ 職場復帰しなかった・現在も育児休業中である ⇒ 問 30へ ２ ２

母親 父親

１ 利用した １ １

２ 利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった） ２ ２

３ 利用しなかった（利用したかったが、利用できなかった） ３ ３
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問 29-1 で、母親か父親、もしくは両方が「１ 職場復帰した」に〇をつけた方にお聞きします。

問 29-３ 職場に短時間勤務制度を利用しにくい雰囲気がありましたか。当てはまる番号それぞれ１つ

に○をつけてください。また、あった場合はその理由として当てはまる番号に○をつけてくだ

さい。（複数回答可（３つまで））

問 30 仕事と子育ての両立に関して、大変だと感じていることはありますか。もっとも当てはまる番号

１つに○をつけてください。

問 31 子育てと介護を同時に行っている（いた）ことがあります（ありました）か。当てはまる番号に

それぞれ１つに○をつけてください。）

問 31で「１ 同時に行っている（いた）」に○をつけた方にお聞きします。

問 31-１ 仕事についてはどうしましたか。当てはまる番号それぞれ１つに○をつけてください。

母親 父親

１ 利用しにくい雰囲気があった １ １

２ 利用しにくい雰囲気はなかった ２ ２

母親 父親

１ 取得している人がいないから １ 取得している人がいないから

２ 業務が他の人の負担となるから ２ 業務が他の人の負担となるから

３ 職場の同僚の理解が得られないから ３ 職場の同僚の理解が得られないから

４ 職場の上司の理解が得られないから ４ 職場の上司の理解が得られないから

５ その他（ ） ５ その他（ ）

１ 急な残業が入ってしまう ２ 子どもが急病時の対応

３ 職場の理解が得られない ４ 子どもの預け先が見つからない

５ 子どもと接する時間が少ない ６ その他（ ）

７ 特にない

母親 父親

１ 同時に行っている（いた） ⇒ 問 31-1 へ １ １

２ 同時に行っていない ⇒ 問 32へ ２ ２

母親 父親

１ 仕事を継続 １ １

２ 仕事を休職 ２ ２

３ 勤務形態を変更 ３ ３

４ 仕事を辞めた ４ ４

５ 働いていない（働いていなかった） ５ ５
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問 31で「１ 同時に行っている（いた）」に○をつけた方にお聞きします。

問 31-２ 大変だと感じている（いた）ことはあります（ありました）か。当てはまる番号に○をつけ

てください。（複数回答可３つまで）

子どもへのスマホやネットの影響について

問 32 子育てする中で、お子さんにスマホやタブレットを与える（動画を見せたり、ゲームで遊ばせる

等）ことはありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

問 32で「１ ある」に○をつけた方にお聞きします。

問 32-1 それは、お子さんが何歳のときからですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

問 33 子育てする中で、お子さんにスマホやタブレットを与えることに関して、悩みや不安はあります

か。当てはまる番号○をつけてください（複数回答可）。

子育て支援対策の全般についてお聞きします。

問 34 京丹波町における子育ての環境や支援への満足度について、当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。

母親 父親

１ 精神的、体力的に苦しい １ １

２ 費用が家計を圧迫している ２ ２

３ 子ども、親（義親）の世話を十分にできない ３ ３

４ 職場の理解が得られない ４ ４

５ 配偶者、兄弟、親戚等の理解が得られない ５ ５

６ 誰に相談したらよいかわからない ６ ６

７ その他（ ） ７ ７

１ ある ⇒ 問 32-1 へ ２ ない ⇒ 問 33へ

１ ０～１歳ころから ２ ２歳ころから ３ ３歳ころから ４ ４歳ころから ５ ５歳ころから

１ 使用時間が長くなってしまう ２ 視力が低下しないか不安

３ 知能の発達やこころの発達への影響

４ 動画やゲームが、子どもや子どもの年齢に適切なのかわからない

５ 誤って他人に電話やメールをしてしまうかもしれない

６ スマホやタブレットに子育てさせている気持ちになってしまう

７ その他（ ） ８ 悩みや不安は特にない

満足度が低い 満足度が高い

１ ２ ３ ４ ５

新規
項目
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問 35 あなたにとって望ましい子育て支援施策は何ですか。当てはまる番号に○をつけてください。

（複数回答可３つまで）

問 36 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手されていますか。当てはまる番号に○をつけて

ください。（複数回答可３つまで）

問 37 子育てに関する事業・サービスについて、その事業・サービスを利用する人が事業実施等に伴う

費用（の一部）を負担する（受益者負担）という考え方があります。子育て事業に関しての受益

者負担について、あなたはどう思いますか。あなたのお考えに近い番号１つに○をつけてくださ

い。

問 38 以前（３～５年前）に比べ、京丹波町の子育て環境は良くなったと思いますか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。

１ 仕事と家庭の両立支援と働き方の見直しの促進

２ 子育てにおける経済的負担の軽減 ３ 子育てのための安心、安全な環境整備

４ 地域における子育て支援 ５ 妊娠・出産の支援

６ 若者の自立とたくましい子どもの育ちの推進 ７ 健診など子どもの健康の支援

８ 生命の大切さ、家庭の役割についての理解を促進させる施策

９ その他（ ）

10 特にない 11 わからない

１ 市町村の広報やパンフレット ２ 保健福祉センターなどの市町村の機関

３ インターネット（ホームページやＳＮＳ（インスタグラム等））

４ 子育て雑誌・育児書 ５ テレビ、ラジオ、新聞 ６ 友人・知人

７ 隣近所・地域の人 ８ 子育てサークルの仲間 ９ 認定こども園・幼稚園・保育所、学校

10 情報の入手先がない 11 情報の入手手段がわからない

12 その他（ ）

１ 事業・サービスの利用者が費用を負担（受益者負担）するのは当然だと思う

２ サービスを利用しない人も含め、みんなで負担（公費負担＝受益者負担なし・無償化）すべきだ
と思う

３ 事業・サービスの内容や利用状況に応じて、公費負担と受益者負担との割合を適切に定めること
が必要だと思う

４ わからない

１ とても良くなったと思う ２ どちらかといえば良くなったと思う

３ あまり変わらない ４ どちらかといえば悪くなったと思う

５ とても悪くなったと思う ６ わからない
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問 39 京丹波町が、今よりももっと子育てしやすいまちとなるためにはどのようなことが重要だと思い

ますか。重要だと思われるものの番号について、５つまで○をつけてください。

問 40 最後に、子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、子育て支援課、各こども園に提出いただくか、郵便ポ

ストへご投函ください。

１ 就学前教育・保育の充実に向けた認定こども園の開設

２ 認定こども園・放課後児童クラブ（のびのび児童クラブ）などの充実

３ 認定こども園の費用や教育費の負担軽減

４ 出産や医療に係る費用の負担軽減

５ 小児救急医療体制の充実

６ 子育て支援センター、児童館・児童センターなどの整備

７ 子育ての不安や悩みの相談窓口の充実

８ 発達などに関する専門相談体制の充実

９ 親子が安心して集まって交流できる場などの整備

10 ファミリー・サポート・センターの会員確保

11 特別支援が必要な子どもへの事業推進

12 お産や妊娠に関する学習機会の促進

13 子育てについて学ぶ機会の促進

14 男女が共に子育てに関わるための意識啓発

15 道路や公園など子どもが安心して暮らせる環境の整備

16 子どもの創造性や感性をのばす教育機会の普及

17 いじめや差別をなくす教育の推進

18 その他（ ）


